
１
月
１
４
日
平
成
２
７

年
度
予
算
案
が
閣
議
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
予
算

規
模
は
、
民
主
党
政
権
下

の
平
成
２
４
年
度
公
共
事

業
費
関
係
４
４
，
６
２
８

億
円
と
の
比
較
で
は
１
６

％
の
伸
び
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
予
算
の
内

容
に
つ
い
て
、
次
の
通
り

述
べ
て
い
ま
す
。

○

大
規
模
化
・
激
甚

化
す
る
水
害
・
土
砂
災
害

や
大
規
模
地
震
等
に
備
え

る
た
め
の
防
災
・
減
災
対

策
と
と
も
に
、
高
度
成
長

期
以
降
に
整
備
さ
れ
た
イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

○

具
体
的
に
は
、
国

民

の

命

と

暮

ら

し

を

守

り
、
国
土
強
靱
化
の
取
組

を
推
進
す
る
た
め
、
再
度

災
害
防
止
の
た
め
の
集
中

投
資
や
防
災
情
報
の
強
化

な
ど
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
を

総
動
員
し
た
防
災
・
減
災

対
策
、
戦
略
的
な
イ
ン
フ

ラ
老
朽
化
対
策
を
進
め
る

と
と
も
に
、
戦
略
的
海
上

保
安
体
制
を
構
築
す
る
。

○

活
力
あ
る
地
域
を

形
成
す
る
た
め
、
「
コ
ン

パ

ク

ト

＋

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク
」
の
推
進
、
地
域
の
観

光
や
産
業
の
振
興
、
子
育

て
世
代
や
高
齢
者
等
が
豊

か
に
暮
ら
せ
る
生
活
環
境

の
整
備
等
を
図
る
。
ま
た
、

成
長
戦
略
の
具
体
化
に
向

け
、
国
際
競
争
力
の
強
化

に
必
要
な
基
盤
・
環
境
の

整
備
、
建
設
業
・
運
輸
業

・
造
船
業
に
お
け
る
人
材

確
保
・
育
成
対
策
、
観
光

立
国
を
推
進
す
る
。
こ
う

し
た
取
組
に
よ
り
、
デ
フ

レ
か
ら
の
脱
却
や
経
済
の

好
循
環
の
実
現
を
図
る
。

○

改
正
品
確
法
の
基

本
理
念
、
発
注
者
の
責
務

を
踏
ま
え
、
公
共
工
事
の

発
注
関
係
事
務
の
適
切
な

実
施
に
努
め
る
。

公
共
事
業
費
の
使
わ
れ

方
と
し
て
ユ
ニ
オ
ン
は
、

「
防
災
・
減
災
、
維
持
修

繕
を
重
視
し
、
不
要
・
不

急
の
事
業
は
中
止
す
べ
き

で
あ
る
」
と
考
え
て
い
ま

す
。

「
概
要
説
明
」
で
は
、

防
災
・
減
災
、
維
持
修
繕

対
策
を
進
め
る
と
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
、

昨
年
７
月
に
国
土
交
通
省

が
発
表
し
た
「
国
土
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
５

０
」
の
方
針
に
沿
っ
て
、

都
市
計
画
の
見
直
し
や
Ｉ

Ｔ
や
鉄
道
・
高
速
道
路
な

ど
の
情
報
・
流
通
網
の
大

規
模
な
整
備
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

歴
史
や
住
民
の
生
業
や
絆

を
無
視
し
た
無
駄
な
事
業

の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
国
土
交
通
省
は
２

０
１
２
年
１
２
月
に
３
０

年
後
に
は
「
国
交
省
が
所

管
す
る
施
設
の
維
持
管
理

費
・
更
新
費
」
の
総
投
資

額
が
当
時
の
５
割
増
５
．

５
兆
円
以
上
必
要
に
な
る

と
も
発
表
し
て
い
ま
す
。

大
規
模
事
業
と
こ
う
し
た

「
維
持
管
理
費
・
更
新
」

の
、
両
立
は
可
能
な
の
で

し
ょ
う
か
、
財
源
は
ど
こ

に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

一
方
、
国
土
交
通
省
の

予
算
定
員
は
、
こ
の
間
１
，

７
０
０
名
以
上
削
減
さ
れ

て
い
ま
す
。
改
正
品
確
法

の
「
発
注
者
の
責
務
」
を

踏
ま
え
事
務
の
適
切
な
実

施
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
業
務
を
執
行
す

る
上
で
、
職
場
の
職
員
不

足

は

限

界

を

超

え

て

お

り
、
職
場
の
増
員
は
絶
対

不
可
欠
な
も
の
で
す
。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
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平成２７年度公共事業費予算案

平成２４年度比較で１６％の伸び
予算定員は１，７００名以上の削減

限
ら
れ
た
予
算
で
の
執
行

防
災
・
減
災
・
維
持
修
繕
・
更
新
と
大
規
模
開
発

財
源
は
ど
こ
に
あ
る
の

職
員
の
確
保
は
絶
対
不
可
欠

平成27年
度予算案

前年
度比

一般会計 57,887 1
公共事
業費関
係

51,767 1

一般公
共事業
費

51,232 1.01

災害復
旧費 534 1.02

非公共
事業費 6,121 1.01

その他
施設費 464 0.99

行政経費 5,656 1.02
6,966 1.17東日本大震災復興特別会計

国土交通省平成２７年度予算案(億円)



国
土
交
通
省
は
、
２
０
１

４
年
７
月
「
国
土
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
５
０
」
を

発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
、
「
２
０
５
０
年
ま
で
に

は
、
人
口
が
１
億
人
を
大
き

く
下
回
り､

現
在
の
居
住
地
の

６
割
で
、
人
口
が
半
減
し
う

ち
２
割
が
消
滅
す
る
。
そ
の

人
口
の
４
割
が
高
齢
化
と
い

う
時
代
を
想
定
す
る
一
方
、

情
報
と
流
通
の
高
度
発
達
と
、

世
界
規
模
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
が
進
展
し
、
国
際

都
市
・
国
の
競
争
が
激
化
し

て
い
く
」
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
環
境
問
題
の
深
刻
化
と

巨
大
災
害
の
発
生
に
対
す
る

国
家
レ
ベ
ル
の
対
応
が
必
要
」

と
し
、
こ
れ
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
、「
小
さ
な
拠
点
」「
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
「
地
方

都
市
連
合
」
と
名
付
け
た
”

生
活
圏
”
を
形
成
す
る
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
”
生

活
圏
”
は
高
度
に
発
達
さ
せ

た
Ｉ
Ｔ
や
鉄
道
・
高
速
道
路

な
ど
の
情
報
・
流
通
網
で
結

び
、
特
に
、
東
京
・
名
古
屋

・
大
阪
の
三
大
都
市
は
、
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
整
備
な

ど
を
柱
に
国
内
外
か
ら
人
・

物
・
金
・
情
報
を
集
中
す
る

世
界
最
大
の
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ

ン
（
人
材
と
企
業
を
呼
び
込

む
地
域
）
を
形
成
す
る
と
い

う
計
画
で
す
。
こ
れ
ま
で
策

定
さ
れ
て
き
た
広
域
地
方
計

画
も
、
こ
の
新
た
な
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
に
沿
っ
て
見
直

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。現

在
の
人
口
の
都
市
部
集

中
・
少
子
化
を
生
み
出
し
た

原
因
を
そ
の
ま
ま
に
、
都
市

の
形
成
を
あ
れ
こ
れ
勝
手
に

想
定
し
、
そ
こ
に
住
む
住
民

の
気
分
と
感
情
、
そ
し
て
生

業
を
も
無
視
し
、
新
た
な
公

共
事
業
の
創
出
を
狙
っ
て
い

る
姿
勢
が
あ
ら
わ
と
い
え
ま

す
。
（
こ
う
し
た
発
想
は
す

で
に
「
阪
神
淡
路
大
震
災
」

に
よ
る
神
戸
地
区
の
都
市
形

成
に
お
い
て
そ
の
問
題
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
神
戸

市
に
よ
る
再
開
発
事
業
が
強

力
に
推
し
進
め
ら
れ
、
高
層

の
商
業
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
商

店
は
、
入
っ
て
も
す
ぐ
出
て

い
く
し
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下

ろ
し
た
ま
ま
の
商
業
施
設
が

目
立
ち
、
人
通
り
は
ほ
と
ん

ど
な
い
」
と
い
う
現
地
か
ら

の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
）

世
界
で
一
番
「
大
企
業
が

活
動
し
や
す
い
国
作
り
」
に

邁
進
す
る
安
倍
内
閣
で
す
か

ら
、
防
災
・
減
災
予
算
、
維

持
管
理
を
言
い
な
が
ら
、
一

方
で
不
要
不
急
の
大
型
事
業

を
進
め
て
い
く
こ
と
も
想
定

さ
れ
、
監
視
を
強
め
て
い
く

必

要

が

あ

り

ま

す

。

【
追
悼
集
会
】

４
時
過
ぎ
起
床
。
静
か
に

家
を
出
て
、
始
発
で
三
宮
へ
。

２
０
年
目
に
し
て
初
め
て
、

追
悼
集
会
へ
参
加
す
る
た
め
、

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
を
め

ざ
し
て
登
坂
。
暗
闇
の
中
、

５
時
半
過
ぎ
に
到
着
。
間
に

合
っ
た
！

会
場
に
は
マ
ス
コ
ミ
を
は

じ
め
、
日
本
共
産
党
の
国
会

議
員
や
労
組･

団
体
の
懐
か
し

い
人
々
が
円
陣
を
組
ん
で
始

ま
り
を
待
っ
て
い
ま
す
。

５
時
４
６
分
、
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
の
演
奏
で
始
ま
っ
た
集

会
は
、
黙
祷
の
後
、
詩
の
朗

読
・
あ
い
さ
つ
、
た
く
さ
ん

の
僧
侶
に
よ
る
般
若
心
経
読

経
の
中
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
胸
に
“
希
望
の

鐘
”
を
つ
く
。

こ
の
集
会
は
、
復
興
県
民

会
議
な
ど
の
手
で
２
０
年
間

受
け
継
が
れ
て
い
る
。

あ
ら
た
め
て
、
犠
牲
者
の

皆
さ
ん
へ
哀
悼
の
祈
り
を
し

た
。

【
メ
モ
リ
ア
ル
集
会
】

１
３
時
半
、
神
戸
市
勤
労

会
館
で
、
「
東
日
本
大
震
災

被
災
地
に
想
い
を
寄
せ
て
」

を
テ
ー
マ
に
第
一
部
の
集
会

が
始
ま
っ
た
。

報
告
に
立
っ
た
、
原
発
問

題
福
島
県
連
絡
会
代
表
の
早

川
さ
ん
か
ら
は
、
福
島
原
発

事
故
の
原
因
究
明
も
さ
れ
ず
、

収
束
の
見
込
み
も
な
い
現
状

と
、
避
難
区
域
の
現
状
を
紹

介
。
住
民
意
向
調
査
の
結
果

か
ら
、
も
と
の
ま
ち
に
帰
ら

な
い
と
す
る
回
答
理
由
に
原

発
事
故
後
の
影
響
を
挙
げ
て

い
る
こ
と
を
強
調
。

人
間
の
尊
厳
の
回
復
、
事

故
の
再
発
防
止
を
求
め
て
提

訴
に
踏
み
切
り
、
提
訴
後
に

原
告
が
増
え
て
い
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
宮
入
愛
知

大
学
名
誉
教
授
か
ら
「
雲
仙

か
ら
阪
神
・
中
越
そ
し
て
東

日
本
へ
－
被
災
者
支
援
の
到

達
点
と
課
題
」
と
題
し
て
、

四
半
世
紀
に
わ
た
る
大
規
模

災
害
の
復
興
と
支
援
策
や
被

災
者
の
運
動
に
つ
い
て
紹
介
。

「
災
害
＝
天
災
論
」
は
公
共

の
責
任
回
避
論
に
陥
り
、
被

災
者
の
生
業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
へ
の
支
援
よ
り
も
イ
ン

フ
ラ
へ
の
復
旧
に
特
化
さ
れ

る
問
題
を
指
摘
。
阪
神
・
淡

路
で
は
、
「
創
造
的
復
興
」

を
名
文
に
神
戸
空
港
を
は
じ

め
と
す
る
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
軸
足
が
置
か
れ
、
「
人
間

的
復
興
」
が
な
お
ざ
り
に
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
「
復
興

災
害
」
の
代
表
で
あ
る
孤
独

死
な
ど
の
教
訓
が
、
東
日
本

に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
と
指

摘
。
と
り
わ
け
、
東
日
本
の

原
発
事
故
に
対
す
る
東
電
や

政
府
の
当
事
者
意
識
に
立
っ

た
補
償
を
始
め
、
安
全
性
の

な
い
原
発
の
輸
出
や
推
進
は

中
止
す
べ
き
と
提
言
。

今
後
起
こ
り
う
る
南
海
ト

ラ
フ
や
自
然
災
害
に
備
え
た
、

災
害
復
興
と
災
害
予
防
へ
の

政
策
シ
フ
ト
が
切
迫
し
た
課

題
！
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し

た
。１

８
時
か
ら
二
部
が
、
あ
い

さ
つ
の
後
に
「
２
０
年
メ
モ
リ

ア
ル
合
唱
団
」
に
よ
る
組
曲
の

合
唱
で
始
ま
り
、
そ
の
後
、
被

災
者
の
報
告
が
続
き
ま
し
た
。

報
告
は
、
①
中
小
企
業
の
立

場
か
ら
、
②
再
開
発･

ま
ち
づ
く

り
を
振
り
返
っ
て
、
③
借
り
上

げ
住
宅
追
い
出
し
問
題
、
丹
波

地
方
豪
雨
災
害
の
報
告
の
後
、

④
「
復
興
県
民
会
議
の
２
０
年
」

の
ス
ラ
イ
ド
上
映
と
お
礼
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
参
加
者
全
員
に
よ

る
大
合
唱
で
、
２
０
周
年
の
日

を
終
え
ま
し
た
。

２
０
年
の
節
目
を
迎
え
た
集

会
に
は
、
全
国
か
ら
３
５
０
名

を
超
え
る
参
加
で
会
場
を
に
ぎ

や
か
せ
ま
し
た
。

近
畿
支
部
：
荒
木
孝
朋
報
告
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あ
れ
か
ら
２
０
年
！

そ
し
て
明
日
か
ら
！

～
阪
神
・
淡
路
大
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
～

国土のグランドデザイン２０５０


